
原 議 保 存 期 間 3 0 年（令和 3 4年 ３月 3 1日まで）

有 効 期 間 一種（令和 3 4 年 ３月 3 1 日 まで）

各 地 方 機 関 の 長
殿

警 察 庁 丙 少 発 第 １ 号 、 警 察 庁 丙 刑 企 発 第 ２ 号

各 都 道 府 県 警 察 の 長 令 和 ４ 年 １ 月 １ １ 日

（参考送付先） 警 察 庁 生 活 安 全 局 長

庁 内 各 局 部 課 長 警 察 庁 刑 事 局 長

各 附 属 機 関 の 長

犯罪捜査規範及び少年警察活動規則の一部を改正する規則の公布について（通達）

少年法等の一部を改正する法律（令和３年法律第47号。以下「改正法」という。）が

令和４年４月１日から施行されることとなったこと等に伴い、犯罪捜査規範及び少年警

察活動規則の一部を改正する規則（令和４年国家公安委員会規則第１号。以下「改正規

則」という。）が、本日、別添のとおり公布され、令和４年４月１日から施行されるこ

ととなった。

改正規則の概要については下記のとおりであることから、事務処理上遺漏のないよう

にされたい。

本通達については、関係部局と協議済みであるので申し添える。

なお、この通達において「少年法」とは改正法による改正後の少年法（昭和23年法律

第168号）を、「犯罪捜査規範」とは改正規則による改正後の犯罪捜査規範（昭和32年国

家公安委員会規則第２号）を、「少年警察活動規則」とは改正規則による改正後の少年

警察活動規則（平成14年国家公安委員会規則第20号）をそれぞれいう。

記

１ 改正の概要

(1) 犯罪捜査規範

ア 特定少年に係る事件の新聞発表等に関する規定の整備（第209条関係）

少年法第68条においては、特定少年のとき犯した罪により公訴を提起された場

合には、略式手続による場合を除き、記事等の掲載の禁止に係る同法第61条の規

定を適用しないこととされた。

これに伴い、特定少年のとき犯した罪に係る事件であって当該罪により公訴を

提起された者に係るもの（略式命令の請求がされたものを除く。）について報道

機関等に発表するときは、犯罪捜査規範第209条本文に規定された推知に係る制

限の対象としないこととした。

イ 特定少年に係る事件の送致先等に関する規定の整備（第210条関係）

少年法第41条においては、司法警察員は、少年の被疑事件について捜査を遂げ

た結果、罰金以下の刑にあたる犯罪の嫌疑があるものと思料するときは、これを

家庭裁判所に送致しなければならないと規定しているところ、同条は、同法第67

条第１項により、特定少年の被疑事件については適用しないこととされた。

これに伴い、少年事件が特定少年に係るものであるときは、刑の軽重にかかわ

らず、全て検察官に送致し、又は送付しなければならないこととした。

(2) 少年警察活動規則



ア 特定少年に係る継続補導等に関する規定の整備（第８条、第14条及び第36条関

係）

特定少年は民法（明治29年法律第89号）上の成年となること等を踏まえ、特定

少年に係る継続補導及び継続的な支援については、本人の同意を得た上で実施す

ることとした。

イ 児童虐待を受けたと思われる児童等に関する規定の整備（第２条、第38条及び

第39条関係）

児童虐待の通告件数が急増していること等から、児童虐待を受けたと思われる

児童を発見したときは、速やかに、児童通告書又は口頭により児童相談所に通告

するものとするとともに、口頭により通告したときは、その内容を記載した書面

を事後に当該児童相談所に送付するものとする等の規定を整備することとした。

２ 施行期日

令和４年４月１日

３ 参考資料

（別添）官報



改

正

後

改

正

前

（
立
会
い
）

（
立
会
い
）

第
百
四
十
三
条

﹇
１
・
２

略
﹈

第
百
四
十
三
条

﹇
１
・
２

同
上
﹈

３

女
子
の
身
体
に
つ
い
て
捜
索
を
行
う
場
合
に

は
、
十
八
歳
以
上
の
女
子
を
立
ち
会
わ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、急
速
を
要
す
る
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

３

女
子
の
身
体
に
つ
い
て
捜
索
を
行
う
場
合
に

は
、
成
年
の
女
子
を
立
ち
会
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
急
速
を
要
す
る
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

４

女
子
の
身
体
を
検
査
す
る
場
合
に
は
、
医
師
又

は
十
八
歳
以
上
の
女
子
を
立
ち
会
わ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

４

女
子
の
身
体
を
検
査
す
る
場
合
に
は
、
医
師
ま

た
は
成
年
の
女
子
を
立
ち
会
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
捜
索
調
書
）

（
捜
索
調
書
）

第
百
四
十
九
条

﹇
略
﹈

第
百
四
十
九
条

﹇
同
上
﹈

２

捜
索
に
際
し
、
処
分
を
受
け
る
者
に
捜
索
許
可

状
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
と
き
、
立
会
人

を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
と
き
、
又
は
女
子

の
身
体
に
つ
い
て
捜
索
を
行
う
場
合
に
急
速
を
要

し
、
十
八
歳
以
上
の
女
子
の
立
会
い
が
得
ら
れ
な

か
つ
た
と
き
は
、捜
索
調
書
に
そ
の
旨
を
記
載
し
、

そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２

捜
索
に
際
し
、
処
分
を
受
け
る
者
に
捜
索
許
可

状
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
と
き
、
立
会
人

を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
と
き
、
ま
た
は
女

子
の
身
体
に
つ
い
て
捜
索
を
行
う
場
合
に
急
速
を

要
し
、
成
年
の
女
子
の
立
会
が
得
ら
れ
な
か
つ
た

と
き
は
、
捜
索
調
書
に
そ
の
旨
を
記
載
し
、
そ
の

理
由
を
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
少
年
事
件
捜
査
の
基
本
）

（
少
年
事
件
捜
査
の
基
本
）

第
二
百
三
条

少
年
事
件
の
捜
査
に
つ
い
て
は
、
家

庭
裁
判
所
に
お
け
る
審
判
そ
の
他
の
処
理
に
資
す

る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
少
年
（
少
年
法
第
二
条

第
一
項
に
規
定
す
る
少
年
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

の
健
全
な
育
成
を
期
す
る
精
神
を
も
つ
て
、
こ
れ

に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
百
三
条

少
年
事
件
の
捜
査
に
つ
い
て
は
、
家

庭
裁
判
所
に
お
け
る
審
判
そ
の
他
の
処
理
に
資
す

る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
少
年
の
健
全
な
育
成
を

期
す
る
精
神
を
も
つ
て
、
こ
れ
に
当
た
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
新
聞
発
表
等
の
際
の
注
意
）

（
報
道
上
の
注
意
）

第
二
百
九
条

少
年
事
件
に
つ
い
て
、
新
聞
そ
の
他

の
報
道
機
関
等
に
発
表
す
る
と
き
は
、
当
該
少
年

の
氏
名
又
は
住
居
を
告
げ
、
そ
の
他
そ
の
者
を
推

知
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
こ
と
は
し
て
は
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
特
定
少
年
（
少
年
法
第
六
十

二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
少
年
を
い
う
。
次

条
及
び
第
二
百
十
五
条
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）

の
と
き
犯
し
た
罪
に
係
る
事
件
で
あ
つ
て
当
該
罪

に
よ
り
公
訴
を
提
起
さ
れ
た
者
に
係
る
も
の
（
刑

訴
法
第
四
百
六
十
一
条
の
請
求
が
さ
れ
た
も
の

（
刑
訴
法
第
四
百
六
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第

二
項
又
は
第
四
百
六
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
通
常
の
規
定
に
従
い
審
判
を
す
る
こ
と
と
な
つ

た
も
の
を
除
く
。）を
除
く
。）に
つ
い
て
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

第
二
百
九
条

少
年
事
件
に
つ
い
て
、
新
聞
そ
の
他

の
報
道
機
関
に
発
表
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
当

該
少
年
の
氏
名
又
は
住
居
を
告
げ
、
そ
の
他
そ
の

者
を
推
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
こ
と
は
し

て
は
な
ら
な
い
。

（
少
年
事
件
の
送
致
及
び
送
付
先
）

（
少
年
事
件
の
送
致
及
び
送
付
先
）

第
二
百
十
条

少
年
事
件
に
つ
い
て
捜
査
し
た
結

果
、
そ
の
犯
罪
が
罰
金
以
下
の
刑
に
当
た
る
も
の

で
あ
る
と
き
は
、こ
れ
を
家
庭
裁
判
所
に
送
致
し
、

禁
錮
以
上
の
刑
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
検
察
官
に
送
致
し
、
又
は
送
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
少
年
事
件
が
特
定

少
年
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
刑
の
軽
重
に

か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
検
察
官
に
送
致
し
、
又
は

送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
百
十
条

少
年
事
件
に
つ
い
て
捜
査
し
た
結

果
、
そ
の
犯
罪
が
罰
金
以
下
の
刑
に
当
た
る
も
の

で
あ
る
と
き
は
、こ
れ
を
家
庭
裁
判
所
に
送
致
し
、

禁
錮こ

以
上
の
刑
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
検
察
官
に
送
致
又
は
送
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

送
致
又
は
送
付
に
当
た
り
、
そ
の
少
年
（
特
定

少
年
を
除
く
。）の
被
疑
者
に
つ
い
て
、
罰
金
以
下

の
刑
に
当
た
る
犯
罪
と
禁
錮
以
上
の
刑
に
当
た
る

犯
罪
と
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
を
共
に
一
括
し

て
、
検
察
官
に
送
致
し
、
又
は
送
付
す
る
も
の
と

す
る
。

２

送
致
又
は
送
付
に
当
た
り
、
そ
の
少
年
の
被
疑

者
に
つ
い
て
、
罰
金
以
下
の
刑
に
当
た
る
犯
罪
と

禁
錮こ

以
上
の
刑
に
当
た
る
犯
罪
と
が
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
ら
を
と
も
に
一
括
し
て
、
検
察
官
に
送

致
又
は
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
関
連
事
件
の
送
致
及
び
送
付
）

（
関
連
事
件
の
送
致
及
び
送
付
）

第
二
百
十
一
条

他
の
被
疑
者
に
係
る
事
件
と
関
連

す
る
少
年
事
件
の
送
致
又
は
送
付
に
つ
い
て
は
、

次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す

る
。

第
二
百
十
一
条

他
の
被
疑
者
に
係
る
事
件
と
関
連

す
る
少
年
事
件
の
送
致
又
は
送
付
に
つ
い
て
は
、

次
の
各
号
の
規
定
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一

少
年
事
件
が
少
年
事
件
以
外
の
事
件
（
以
下

「
非
少
年
事
件
」
と
い
う
。）と
関
連
す
る
場
合

に
お
い
て
、こ
れ
ら
を
共
に
検
察
官
に
送
致
し
、

一

少
年
事
件
が
成
人
事
件
と
関
連
す
る
場
合
に

お
い
て
、
こ
れ
ら
を
と
も
に
検
察
官
に
送
致
又

は
送
付
す
る
と
き
は
、
各
別
の
記
録
と
し
て
送

令和年月日 火曜日 第号官 報
〇
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号

少
年
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
四
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
警
察
法
施
行
令
（
昭

和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
一
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
犯
罪
捜
査
規
範
及
び
少
年
警
察
活
動
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
一
月
十
一
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

二
之
湯

智

犯
罪
捜
査
規
範
及
び
少
年
警
察
活
動
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
犯
罪
捜
査
規
範
の
一
部
改
正
）

第
一
条

犯
罪
捜
査
規
範
（
昭
和
三
十
二
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ

る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。
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又
は
送
付
す
る
と
き
は
、
各
別
の
記
録
と
し
て

送
致
し
、
又
は
送
付
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
少

年
事
件
に
関
す
る
書
類
が
非
少
年
事
件
に
つ
い

て
も
必
要
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
謄
本
又
は
抄

本
を
添
付
す
る
こ
と
。

致
又
は
送
付
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
少
年
事
件

に
関
す
る
書
類
が
成
人
事
件
に
つ
い
て
も
必
要

で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
謄
本
又
は
抄
本
を
添
付

す
る
こ
と
。

二

数
個
の
少
年
事
件
が
関
連
す
る
場
合
に
お
い

て
、
こ
れ
ら
を
共
に
検
察
官
に
送
致
し
、
又
は

送
付
す
る
と
き
は
、
各
別
の
記
録
と
す
る
こ
と

を
要
し
な
い
こ
と
。

二

数
個
の
少
年
事
件
が
関
連
す
る
場
合
に
お
い

て
、
こ
れ
ら
を
と
も
に
検
察
官
に
送
致
又
は
送

付
す
る
と
き
は
、
各
別
の
記
録
と
す
る
こ
と
を

要
し
な
い
こ
と
。

三

少
年
事
件
が
非
少
年
事
件
と
関
連
し
、
又
は

数
個
の
少
年
事
件
が
関
連
し
、
そ
の
一
方
を
検

察
官
に
送
致
し
、
又
は
送
付
し
、
他
方
を
家
庭

裁
判
所
に
送
致
す
る
場
合
に
お
い
て
、
一
方
の

事
件
に
関
す
る
書
類
が
他
方
の
事
件
に
つ
い
て

も
必
要
で
あ
る
と
き
は
、
検
察
官
に
送
致
し
、

又
は
送
付
す
る
事
件
の
記
録
に
、
他
の
事
件
に

関
す
る
書
類
の
謄
本
又
は
抄
本
を
添
付
す
る
こ

と
。

三

少
年
事
件
が
成
人
事
件
と
関
連
し
、
又
は
数

個
の
少
年
事
件
が
関
連
し
、
そ
の
一
方
を
検
察

官
に
送
致
又
は
送
付
し
、
他
方
を
家
庭
裁
判
所

に
送
致
す
る
場
合
に
お
い
て
、
一
方
の
事
件
に

関
す
る
書
類
が
他
方
の
事
件
に
つ
い
て
も
必
要

で
あ
る
と
き
は
、
検
察
官
に
送
致
又
は
送
付
す

る
事
件
の
記
録
に
、
他
の
事
件
に
関
す
る
書
類

の
謄
本
又
は
抄
本
を
添
付
す
る
こ
と
。

（
共
通
証
拠
物
の
取
扱
い
）

（
共
通
証
拠
物
の
取
扱
い
）

第
二
百
十
二
条

少
年
事
件
が
非
少
年
事
件
と
関
連

し
、
又
は
数
個
の
少
年
事
件
が
関
連
し
、
こ
れ
ら

を
各
別
に
送
致
し
、
又
は
送
付
す
る
場
合
に
お
い

て
、
共
通
の
証
拠
物
が
あ
る
と
き
は
、
次
の
各
号

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
二
百
十
二
条

少
年
事
件
が
成
人
事
件
と
関
連

し
、
又
は
数
個
の
少
年
事
件
が
関
連
し
、
こ
れ
ら

を
各
別
に
送
致
若
し
く
は
送
付
す
る
場
合
に
お
い

て
、
共
通
の
証
拠
物
が
あ
る
と
き
は
、
次
の
各
号

の
規
定
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一

少
年
事
件
と
非
少
年
事
件
と
が
関
連
す
る
場

合
に
は
、
非
少
年
事
件
に
証
拠
物
を
添
付
す
る

こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
少
年
事
件
の

記
録
に
そ
の
旨
を
記
載
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

少
年
事
件
の
み
が
重
要
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
少
年
事
件
に
証
拠
物
を
添
付
す
る
こ
と
。

一

少
年
事
件
と
成
人
事
件
と
が
関
連
す
る
場
合

に
は
、成
人
事
件
に
証
拠
物
を
添
付
す
る
こ
と
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
少
年
事
件
の
記
録
に

こ
の
旨
を
記
載
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
少
年
事

件
の
み
が
重
要
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
少
年

事
件
に
証
拠
物
を
添
付
す
る
こ
と
。

二

数
個
の
少
年
事
件
の
み
が
関
連
す
る
場
合
に

は
、
検
察
官
へ
送
致
し
、
又
は
送
付
す
る
事
件

に
証
拠
物
を
添
付
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
は
、
家
庭
裁
判
所
に
送
致
す
る
事
件
の
記

録
に
そ
の
旨
を
記
載
す
る
こ
と
。

二

数
個
の
少
年
事
件
の
み
が
関
連
す
る
場
合
に

は
、
検
察
官
へ
送
致
又
は
送
付
す
る
事
件
に
証

拠
物
を
添
付
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て

は
、
家
庭
裁
判
所
に
送
致
す
る
事
件
の
記
録
に

こ
の
旨
を
記
載
す
る
こ
と
。

（
触
法
少
年
及
び
ぐ
犯
少
年
）

（
触
法
少
年
及
び
ぐ
犯
少
年
）

第
二
百
十
五
条

捜
査
の
結
果
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
少
年
警
察
活
動
規
則

（
平
成
十
四
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
十
号
）

第
三
章
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
二
百
十
五
条

捜
査
の
結
果
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
少
年
警
察

活
動
規
則
（
平
成
十
四
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則

第
二
十
号
）
第
三
章
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

被
疑
者
が
少
年
法
第
三
条
第
一
項
第
二
号
に

規
定
す
る
少
年
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
つ

た
と
き
。

一

被
疑
者
が
少
年
法
第
三
条
第
一
項
第
二
号
に

規
定
す
る
少
年
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
つ

た
場
合

二

被
疑
者
が
罪
を
犯
し
た
事
実
が
な
い
こ
と
が

明
ら
か
と
な
つ
た
場
合
で
あ
つ
て
、
そ
の
者
が

少
年
法
第
三
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
少

年
（
特
定
少
年
を
除
く
。）で
あ
る
と
き
。

二

被
疑
者
が
罪
を
犯
し
た
事
実
が
な
い
こ
と
が

明
ら
か
と
な
つ
た
と
き
で
あ
つ
て
、
こ
の
者
が

少
年
法
第
三
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
少

年
で
あ
る
場
合

（
少
年
に
対
す
る
同
行
状
の
執
行
）

（
少
年
に
対
す
る
同
行
状
の
執
行
）

第
二
百
六
十
七
条

第
二
百
五
十
七
条
（
検
察
官
の

指
揮
に
よ
る
執
行
）、
第
二
百
五
十
九
条
（
有
効

期
間
内
に
執
行
不
能
の
場
合
）
及
び
第
二
百
六
十

条
（
勾
引
状
等
執
行
不
適
の
場
合
）
の
規
定
は
、

少
年
法
第
十
三
条
又
は
同
法
第
二
十
六
条
（
同
法

第
六
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
、
家
庭

裁
判
所
か
ら
、
同
行
状
の
執
行
の
指
揮
を
受
け
た

場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
の
規
定
中
「
検
察
官
」
と
あ
る
の
は
、「
家

庭
裁
判
所
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
百
六
十
七
条

第
二
百
五
十
七
条
（
検
察
官
の

指
揮
に
よ
る
執
行
）、
第
二
百
五
十
九
条
（
有
効

期
間
内
に
執
行
不
能
の
場
合
）
及
び
第
二
百
六
十

条
（
勾
引
状
等
執
行
不
適
の
場
合
）
の
規
定
は
、

少
年
法
第
十
三
条
又
は
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定

に
よ
り
、
家
庭
裁
判
所
か
ら
、
同
行
状
の
執
行
の

指
揮
を
受
け
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
検
察
官
」

と
あ
る
の
は
、「
家
庭
裁
判
所
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

（
引
致
状
の
執
行
）

（
引
致
状
の
執
行
）

第
二
百
六
十
八
条

第
二
百
五
十
七
条
（
検
察
官
の

指
揮
に
よ
る
執
行
）、
第
二
百
五
十
九
条
（
有
効

期
間
内
に
執
行
不
能
の
場
合
）
及
び
第
二
百
六
十

条
（
勾
引
状
等
執
行
不
適
の
場
合
）
の
規
定
は
、

更
生
保
護
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
八
十
八
号
）

第
六
十
三
条
第
六
項
（
同
法
第
七
十
三
条
の
三
第

四
項
及
び
売
春
防
止
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第

百
十
八
号
）
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
保
護
観
察
に

付
さ
れ
て
い
る
者
に
対
す
る
引
致
状
の
執
行
に
当

た
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
第
二
百
五
十
七
条
及
び
第
二
百
五
十
九
条

中
「
検
察
官
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
更
生
保
護
委

員
会
又
は
保
護
観
察
所
の
長
」
と
、「
指
揮
」
と
あ

る
の
は
「
嘱
託
」
と
、
第
二
百
六
十
条
中
「
検
察

官
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
更
生
保
護
委
員
会
又
は

保
護
観
察
所
の
長
」
と
、「
の
指
揮
」
と
あ
る
の
は

「
の
嘱
託
」
と
、「
指
揮
を
し
た
」と
あ
る
の
は「
嘱

託
を
し
た
」
と
、「
報
告
し
て
、
指
揮
を
受
け
な
け

れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
通
知
し
な
け
れ
ば
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
百
六
十
八
条

第
二
百
五
十
七
条
（
検
察
官
の

指
揮
に
よ
る
執
行
）、
第
二
百
五
十
九
条
（
有
効

期
間
内
に
執
行
不
能
の
場
合
）
及
び
第
二
百
六
十

条
（
勾
引
状
等
執
行
不
適
の
場
合
）
の
規
定
は
、

更
生
保
護
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
八
十
八
号
）

第
六
十
三
条
（
売
春
防
止
法
（
昭
和
三
十
一
年
法

律
第
百
十
八
号
）
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
保
護
観

察
に
付
さ
れ
て
い
る
者
に
対
す
る
引
致
状
の
執
行

に
当
た
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
第
二
百
五
十
七
条
及
び
第
二
百
五
十

九
条
中
「
検
察
官
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
更
生
保

護
委
員
会
又
は
保
護
観
察
所
の
長
」
と
、「
指
揮
」

と
あ
る
の
は
「
嘱
託
」
と
、第
二
百
六
十
条
中「
検

察
官
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
更
生
保
護
委
員
会
又

は
保
護
観
察
所
の
長
」
と
、「
の
指
揮
」
と
あ
る
の

は
「
の
嘱
託
」
と
、「
指
揮
を
し
た
」
と
あ
る
の
は

「
嘱
託
を
し
た
」
と
、「
報
告
し
て
、
指
揮
を
受
け

な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
通
知
し
な
け
れ
ば
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

令和年月日 火曜日 第号官 報



改

正

後

改

正

前

（
趣
旨
）

（
趣
旨
）

第
一
条

﹇
略
﹈

第
一
条

﹇
同
上
﹈

２

少
年
警
察
活
動
に
関
し
て
は
、
警
察
法
（
昭
和

二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）、
警
察
官
職
務

執
行
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）、

少
年
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）、

刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一

号
）、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百

六
十
四
号
）、
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
八
十
二
号
）、
犯
罪
捜

査
規
範
（
昭
和
三
十
二
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則

第
二
号
）
そ
の
他
の
法
令
（
地
方
公
共
団
体
の
条

例
又
は
規
則
を
含
む
。）に
よ
る
ほ
か
、
こ
の
規
則

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２

少
年
警
察
活
動
に
関
し
て
は
、
警
察
法
（
昭
和

二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）、
警
察
官
職
務

執
行
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）、

少
年
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）、

刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一

号
）、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百

六
十
四
号
）、
犯
罪
捜
査
規
範
（
昭
和
三
十
二
年

国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
号
）
そ
の
他
の
法
令

（
地
方
公
共
団
体
の
条
例
又
は
規
則
を
含
む
。）に

よ
る
ほ
か
、こ
の
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
二
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一

略
﹈

﹇
一

同
上
﹈

二

特
定
少
年

少
年
法
第
六
十
二
条
第
一
項
に

規
定
す
る
特
定
少
年
を
い
う
。

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

三

﹇
略
﹈

二

﹇
同
上
﹈

四

﹇
略
﹈

三

﹇
同
上
﹈

五

ぐ
犯
少
年

少
年
法
第
三
条
第
一
項
第
三
号

に
規
定
す
る
少
年
（
特
定
少
年
に
該
当
す
る
場

合
を
除
く
。）を
い
う
。

四

ぐ
犯
少
年

少
年
法
第
三
条
第
一
項
第
三
号

に
規
定
す
る
少
年
を
い
う
。

六
〜
八

﹇
略
﹈

五
〜
七

﹇
同
上
﹈

﹇
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。﹈

九

要
保
護
少
年

児
童
福
祉
法
に
よ
る
福
祉
の

た
め
の
措
置
又
は
こ
れ
に
類
す
る
保
護
の
た
め

の
措
置
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
少
年
（
非
行
少

年
又
は
児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児
童

に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）を
い
う
。

八

要
保
護
少
年

児
童
虐
待
を
受
け
た
児
童
、

保
護
者
の
な
い
少
年
そ
の
他
の
児
童
福
祉
法
に

よ
る
福
祉
の
た
め
の
措
置
又
は
こ
れ
に
類
す
る

保
護
の
た
め
の
措
置
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
少

年
（
非
行
少
年
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）を

い
う
。

十

児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児
童

児

童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
に
規

定
す
る
児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児
童

を
い
う
。

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

十
一

低
年
齢
少
年

十
四
歳
未
満
の
者
を
い

う
。

九

低
年
齢
少
年

十
四
歳
に
満
た
な
い
者
を
い

う
。

十
二

﹇
略
﹈

十

﹇
同
上
﹈

十
三

少
年
補
導
職
員

少
年
相
談
（
少
年
の
非

行
の
防
止
及
び
保
護
に
関
す
る
相
談
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）、
継
続
補
導（
第
八
条
第
二
項（
同

条
第
五
項
（
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
場
合
並
び
に
第
十
三
条
第
三
項
及

び
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
行
う
継
続
的
な
補
導

を
い
う
。）、
被
害
少
年
に
対
す
る
継
続
的
な
支

援
そ
の
他
の
特
に
専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を

必
要
と
す
る
少
年
警
察
活
動
を
行
わ
せ
る
た

め
、
当
該
活
動
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
有

す
る
都
道
府
県
警
察
の
職
員
（
警
察
官
を
除

く
。）の
う
ち
か
ら
警
察
本
部
長
（
警
視
総
監
及

び
道
府
県
警
察
本
部
長
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

が
命
じ
た
者
を
い
う
。

十
一

少
年
補
導
職
員

少
年
相
談
（
少
年
の
非

行
の
防
止
及
び
保
護
に
関
す
る
相
談
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）、
継
続
補
導（
第
八
条
第
二
項（
第

十
三
条
第
三
項
及
び
第
十
四
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
行

う
継
続
的
な
補
導
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）、
被

害
少
年
に
対
す
る
継
続
的
な
支
援
そ
の
他
の
特

に
専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を
必
要
と
す
る
少

年
警
察
活
動
を
行
わ
せ
る
た
め
、
当
該
活
動
に

必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
都
道
府
県
警

察
の
職
員
（
警
察
官
を
除
く
。）の
う
ち
か
ら
警

察
本
部
長
（
警
視
総
監
及
び
道
府
県
警
察
本
部

長
を
い
う
。以
下
同
じ
。）が
命
じ
た
者
を
い
う
。

十
四

﹇
略
﹈

十
二

﹇
同
上
﹈

（
早
期
発
見
）

（
早
期
発
見
）

第
六
条

第
二
条
第
六
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
掲
げ

る
少
年
に
つ
い
て
は
、
街
頭
補
導
（
次
条
第
一
項

に
規
定
す
る
街
頭
補
導
を
い
う
。）及
び
少
年
相
談

を
適
切
に
実
施
し
、
並
び
に
警
察
の
各
部
門
間
及

び
警
察
と
関
係
機
関
の
連
携
を
図
り
、
こ
れ
ら
を

早
期
に
発
見
す
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
六
条

第
二
条
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ

る
少
年
に
つ
い
て
は
、
街
頭
補
導
（
次
条
第
一
項

に
規
定
す
る
街
頭
補
導
を
い
う
。）及
び
少
年
相
談

を
適
切
に
実
施
し
、
並
び
に
警
察
の
各
部
門
間
及

び
警
察
と
関
係
機
関
の
連
携
を
図
り
、
こ
れ
ら
を

早
期
に
発
見
す
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

令和年月日 火曜日 第号官 報

（
少
年
警
察
活
動
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

少
年
警
察
活
動
規
則
（
平
成
十
四
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
十
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ

る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分（
連

続
す
る
複
数
の
規
定
を
記
号
に
よ
り
一
括
し
て
標
記
し
た
箇
所
及
び
﹇

﹈
で
注
記
し
た
項
番
号
を
含
む
。）に
二
重

傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な

い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。





（
街
頭
補
導
）

（
街
頭
補
導
）

第
七
条

街
頭
補
導（
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
、

駅
そ
の
他
の
多
数
の
客
の
来
集
す
る
施
設
又
は
風

俗
営
業
の
営
業
所
そ
の
他
の
少
年
の
非
行
が
行
わ

れ
や
す
い
場
所
に
お
い
て
、
前
条
に
規
定
す
る
少

年
を
発
見
し
、
必
要
に
応
じ
そ
の
場
で
、
こ
れ
ら

に
第
十
三
条
第
一
項
、
第
十
四
条
第
一
項
、
第
三

十
六
条
第
一
項
、
第
三
十
八
条
第
一
項
又
は
第
三

十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
を
執
る
活
動
を

い
う
。
以
下
同
じ
。）は
、
自
ら
の
身
分
を
明
ら
か

に
し
、
そ
の
他
相
手
方
の
権
利
を
不
当
に
害
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
注
意
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
七
条

街
頭
補
導（
道
路
そ
の
他
の
公
共
の
場
所
、

駅
そ
の
他
の
多
数
の
客
の
来
集
す
る
施
設
又
は
風

俗
営
業
の
営
業
所
そ
の
他
の
少
年
の
非
行
が
行
わ

れ
や
す
い
場
所
に
お
い
て
、
第
二
条
第
五
号
か
ら

第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
少
年
を
発
見
し
、
必
要
に

応
じ
そ
の
場
で
、
こ
れ
ら
に
第
十
三
条
第
一
項
、

第
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
六
条
第
一
項
又
は
第

三
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
を
と
る
活
動

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）は
、
自
ら
の
身
分
を
明
ら

か
に
し
、
そ
の
他
相
手
方
の
権
利
を
不
当
に
害
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
注
意
し
て
行
う
も
の
と
す

る
。

２

前
条
に
規
定
す
る
少
年
を
早
期
に
発
見
す
る
た

め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
街
頭
補
導
の
実
施
に
当

た
り
、
学
校
そ
の
他
の
関
係
機
関
、
少
年
の
健
全

な
育
成
の
た
め
の
活
動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
そ

の
他
の
関
係
者
の
協
力
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

２

第
二
条
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
少

年
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き

は
、
街
頭
補
導
の
実
施
に
当
た
り
、
学
校
そ
の
他

の
関
係
機
関
、
少
年
の
健
全
な
育
成
の
た
め
の
活

動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
そ
の
他
の
関
係
者
の
協

力
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

（
少
年
相
談
）

（
少
年
相
談
）

第
八
条

少
年
又
は
保
護
者
そ
の
他
の
関
係
者
か
ら

少
年
相
談
を
受
け
た
と
き
は
、懇
切
を
旨
と
し
て
、

そ
の
内
容
に
応
じ
、
指
導
又
は
助
言
、
関
係
機
関

へ
の
引
継
ぎ
そ
の
他
適
切
な
処
理
を
行
う
も
の
と

す
る
。

第
八
条

少
年
又
は
保
護
者
そ
の
他
の
関
係
者
か
ら

少
年
相
談
を
受
け
た
と
き
は
、懇
切
を
旨
と
し
て
、

当
該
事
案
の
内
容
に
応
じ
、
指
導
又
は
助
言
、
関

係
機
関
へ
の
引
継
ぎ
そ
の
他
適
切
な
処
理
を
行
う

も
の
と
す
る
。

﹇
２
〜
４

略
﹈

﹇
２
〜
４

同
上
﹈

５

特
定
少
年
に
対
す
る
第
二
項
及
び
前
項
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
保
護

者
」
と
あ
る
の
は
、「
本
人
」
と
す
る
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

（
不
良
行
為
少
年
に
つ
い
て
の
活
動
）

（
不
良
行
為
少
年
に
つ
い
て
の
活
動
）

第
十
四
条

﹇
略
﹈

第
十
四
条

﹇
同
上
﹈

２

第
八
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、

不
良
行
為
少
年
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

第
八
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
は
、

不
良
行
為
少
年
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
共
通
証
拠
物
の
取
扱
い
）

（
共
通
証
拠
物
の
取
扱
い
）

第
二
十
四
条

触
法
少
年
に
係
る
事
件
が
二
十
歳
以

上
の
者
又
は
犯
罪
少
年
に
係
る
事
件
と
関
連
し
、

こ
れ
ら
を
送
致
し
、
又
は
送
付
す
る
場
合
に
お
い

第
二
十
四
条

触
法
少
年
に
係
る
事
件
が
成
人
又
は

犯
罪
少
年
に
係
る
事
件
と
関
連
し
、
こ
れ
ら
を
送

致
若
し
く
は
送
付
す
る
場
合
に
お
い
て
、
共
通
の

て
、
共
通
の
証
拠
物
が
あ
る
と
き
は
、
二
十
歳
以

上
の
者
又
は
犯
罪
少
年
に
係
る
事
件
に
証
拠
物
を

添
付
し
、
触
法
少
年
に
係
る
事
件
の
記
録
に
そ
の

旨
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
触
法
少

年
に
係
る
事
件
の
み
が
重
要
と
認
め
ら
れ
、か
つ
、

当
該
触
法
少
年
に
つ
い
て
児
童
福
祉
法
第
二
十
七

条
第
一
項
第
四
号
の
措
置
が
執
ら
れ
た
場
合
は
、

当
該
措
置
に
係
る
家
庭
裁
判
所
に
証
拠
物
を
送
付

す
る
も
の
と
す
る
。

証
拠
物
が
あ
る
と
き
は
、
成
人
又
は
犯
罪
少
年
に

係
る
事
件
に
証
拠
物
を
添
付
し
、
触
法
少
年
に
係

る
事
件
の
記
録
に
こ
の
旨
を
記
載
す
る
も
の
と
す

る
。
た
だ
し
、
触
法
少
年
に
係
る
事
件
の
み
が
重

要
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
当
該
事
件
に
つ
い
て
児

童
福
祉
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第
四
号
の
措
置
が

と
ら
れ
た
場
合
は
、
当
該
措
置
に
係
る
家
庭
裁
判

所
に
証
拠
物
を
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
ぐ
犯
少
年
に
係
る
事
件
の
送
致
又
は
通
告
）

（
ぐ
犯
少
年
に
係
る
事
件
の
送
致
又
は
通
告
）

第
三
十
三
条

ぐ
犯
調
査
の
結
果
、
次
の
各
号
に
該

当
す
る
と
き
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
手
続
に
よ

り
処
理
を
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
三
条

ぐ
犯
調
査
の
結
果
、
次
の
各
号
に
該

当
す
る
と
き
は
、
当
該
各
号
の
手
続
に
よ
り
処
理

を
す
る
も
の
と
す
る
。

一

処
理
を
す
る
時
に
お
い
て
、
当
該
少
年
が
十

四
歳
以
上
十
八
歳
未
満
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
を

家
庭
裁
判
所
の
審
判
に
付
す
る
こ
と
が
適
当
と

認
め
ら
れ
る
と
き
。

長
官
が
定
め
る
様
式
の

ぐ
犯
少
年
事
件
送
致
書
を
作
成
し
、
こ
れ
に
長

官
が
定
め
る
様
式
の
身
上
調
査
表
そ
の
他
の
関

係
書
類
を
添
付
し
て
家
庭
裁
判
所
に
送
致
す
る

こ
と
。

一

処
理
を
す
る
時
に
お
い
て
、
当
該
少
年
が
十

四
歳
以
上
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
を
家
庭
裁
判
所

の
審
判
に
付
す
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る

と
き

長
官
が
定
め
る
様
式
の
ぐ
犯
少
年
事
件

送
致
書
を
作
成
し
、
こ
れ
に
長
官
が
定
め
る
様

式
の
身
上
調
査
表
そ
の
他
の
関
係
書
類
を
添
付

し
て
家
庭
裁
判
所
に
送
致
す
る
こ
と
。

二

処
理
を
す
る
時
に
お
い
て
、
当
該
少
年
が
十

四
歳
以
上
十
八
歳
未
満
で
あ
っ
て
、
保
護
者
が

な
い
と
き
又
は
保
護
者
に
監
護
さ
せ
る
こ
と
が

不
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
家
庭
裁

判
所
に
直
接
送
致
す
る
よ
り
も
、
ま
ず
、
児
童

福
祉
法
に
よ
る
措
置
に
委
ね
る
の
が
適
当
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

長
官
が
定
め
る
様

式
の
児
童
通
告
書
に
よ
り
児
童
相
談
所
に
通
告

す
る
こ
と
。

二

処
理
を
す
る
時
に
お
い
て
、
当
該
少
年
が
十

四
歳
以
上
十
八
歳
未
満
で
あ
っ
て
、
保
護
者
が

な
い
と
き
又
は
保
護
者
に
監
護
さ
せ
る
こ
と
が

不
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
か
つ
、
家
庭
裁

判
所
に
直
接
送
致
す
る
よ
り
も
、
ま
ず
、
児
童

福
祉
法
に
よ
る
措
置
に
ゆ
だ
ね
る
の
が
適
当
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

長
官
が
定
め
る
様

式
の
児
童
通
告
書
に
よ
り
児
童
相
談
所
に
通
告

す
る
こ
と
。

三

処
理
を
す
る
時
に
お
い
て
、
当
該
少
年
が
低

年
齢
少
年
で
あ
っ
て
、
保
護
者
が
な
い
と
き
又

は
保
護
者
に
監
護
さ
せ
る
こ
と
が
不
適
当
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

長
官
が
定
め
る
様

式
の
児
童
通
告
書
に
よ
り
児
童
相
談
所
に
通
告

す
る
こ
と
。

三

処
理
を
す
る
時
に
お
い
て
、
当
該
少
年
が
低

年
齢
少
年
で
あ
っ
て
、
保
護
者
が
な
い
と
き
又

は
保
護
者
に
監
護
さ
せ
る
こ
と
が
不
適
当
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

長
官
が
定
め
る
様
式

の
児
童
通
告
書
に
よ
り
児
童
相
談
所
に
通
告
す

る
こ
と
。

﹇
２

略
﹈

﹇
２

同
上
﹈

令和年月日 火曜日 第号官 報



（
被
害
少
年
に
つ
い
て
の
活
動
）

（
被
害
少
年
に
つ
い
て
の
活
動
）

第
三
十
六
条

﹇
１
〜
３

略
﹈

第
三
十
六
条

﹇
１
〜
３

同
上
﹈

４

特
定
少
年
に
対
す
る
前
二
項
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
保
護
者
」
と
あ

る
の
は
「
本
人
」
と
す
る
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

（
要
保
護
少
年
に
つ
い
て
の
活
動
）

（
要
保
護
少
年
に
つ
い
て
の
活
動
）

第
三
十
八
条

要
保
護
少
年
に
つ
い
て
は
、
児
童
福

祉
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
児
童
相

談
所
へ
の
通
告
、
同
法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
て
行
う
一
時

保
護
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
保
護
の
た
め
の
措

置
の
適
切
な
実
施
の
た
め
、
本
人
又
は
そ
の
保
護

者
に
対
す
る
助
言
、
学
校
そ
の
他
の
関
係
機
関
へ

の
連
絡
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
執
る
も
の
と
す

る
。

第
三
十
八
条

要
保
護
少
年
に
つ
い
て
は
、
児
童
福

祉
法
第
二
十
五
条
第
一
項
に
基
づ
く
児
童
相
談
所

へ
の
通
告
又
は
同
法
第
三
十
三
条
第
一
項
若
し
く

は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
て
行
う
一

時
保
護
の
適
切
な
実
施
の
た
め
、
本
人
又
は
そ
の

保
護
者
に
対
す
る
助
言
、
学
校
そ
の
他
の
関
係
機

関
へ
の
連
絡
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
と
る
も
の

と
す
る
。

２

十
八
歳
未
満
の
要
保
護
少
年
に
つ
い
て
、
少
年

に
保
護
者
が
な
い
と
き
又
は
保
護
者
に
監
護
さ
せ

る
こ
と
が
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
長
官
が
定
め
る
様
式
の
児
童
通
告
書
又
は
口

頭
に
よ
り
児
童
相
談
所
に
通
告
す
る
も
の
と
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
口
頭
に
よ
り
通
告
し

た
と
き
は
、
そ
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面
を
事
後

に
当
該
児
童
相
談
所
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２

要
保
護
少
年
に
つ
い
て
、
少
年
に
保
護
者
が
な

い
と
き
又
は
保
護
者
に
監
護
さ
せ
る
こ
と
が
不
適

当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
長
官
が
定
め

る
様
式
の
児
童
通
告
書
に
よ
り
児
童
相
談
所
に
通

告
す
る
も
の
と
す
る
。

（
児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児
童
に
つ
い

て
の
活
動
）

（
児
童
虐
待
を
受
け
て
い
る
児
童
等
に
つ
い
て
の

活
動
）

第
三
十
九
条

﹇
１
﹈

児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思

わ
れ
る
児
童
に
つ
い
て
は
、
児
童
虐
待
の
防
止
等

に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
児

童
相
談
所
へ
の
通
告
又
は
児
童
福
祉
法
第
三
十
三

条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
委
託

を
受
け
て
行
う
一
時
保
護
の
適
切
な
実
施
の
た

め
、
本
人
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
す
る
助
言
、
学

校
そ
の
他
の
関
係
機
関
へ
の
連
絡
そ
の
他
の
必
要

な
措
置
を
執
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
九
条

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

２

児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児
童
を
発
見

し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
長
官
が
定
め
る
様
式

の
児
童
通
告
書
又
は
口
頭
に
よ
り
児
童
相
談
所
に

通
告
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

口
頭
に
よ
り
通
告
し
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
を
記

載
し
た
書
面
を
事
後
に
当
該
児
童
相
談
所
に
送
付

す
る
も
の
と
す
る
。

﹇
項
を
加
え
る
。﹈

３

児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児
童
に
つ
い

て
は
、
児
童
相
談
所
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
の
緊

密
な
連
携
の
下
、
当
該
児
童
に
対
す
る
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
、
保
護
者
に
対
す
る
助
言
又
は
指
導
そ
の

他
の
当
該
児
童
に
対
す
る
支
援
を
的
確
に
実
施
す

る
ほ
か
、
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第

十
条
の
規
定
に
よ
る
援
助
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合

に
お
い
て
は
、
そ
の
求
め
を
し
た
者
と
の
適
切
な

役
割
分
担
の
下
、
必
要
な
措
置
を
執
る
も
の
と
す

る
。

﹇
１
﹈

児
童
虐
待
を
受
け
、
又
は
受
け
て
い
る
お

そ
れ
の
あ
る
児
童
に
つ
い
て
は
、
児
童
相
談
所
そ

の
他
の
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連
携
の
下
、
当
該

児
童
に
対
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
保
護
者
に
対

す
る
助
言
又
は
指
導
そ
の
他
の
当
該
児
童
に
対
す

る
支
援
を
的
確
に
実
施
す
る
ほ
か
、
児
童
虐
待
の

防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
八

十
二
号
）
第
十
条
に
基
づ
く
援
助
の
求
め
が
あ
っ

た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
求
め
を
し
た
者
と
の

適
切
な
役
割
分
担
の
下
、
必
要
な
措
置
を
と
る
も

の
と
す
る
。

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

改

正

後

改

正

前

（
警
察
職
員
の
職
務
）

（
警
察
職
員
の
職
務
）

第
一
条

少
年
補
導
職
員（
少
年
警
察
活
動
規
則（
平

成
十
四
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
十
号
）
第

二
条
第
十
三
号
に
規
定
す
る
少
年
補
導
職
員
を
い

う
。）の
う
ち
か
ら
、
低
年
齢
少
年
（
十
四
歳
未
満

の
者
を
い
う
。）に
対
す
る
質
問
そ
の
他
の
職
務
に

必
要
な
事
項
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
受
け
、
専
門

的
知
識
を
有
す
る
者
と
し
て
警
察
本
部
長
（
警
視

総
監
及
び
道
府
県
警
察
本
部
長
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）が
少
年
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
六
条

の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
警
察
職
員
に
指
定
し
た

も
の
は
、
上
司
で
あ
る
警
察
官
の
命
を
受
け
、
触

法
少
年
（
法
第
三
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る

少
年
を
い
う
。）に
係
る
事
件
の
原
因
及
び
動
機
並

び
に
当
該
少
年
の
性
格
、
行
状
、
経
歴
、
教
育
程

度
、
環
境
、
家
庭
の
状
況
、
交
友
関
係
等
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

第
一
条

少
年
補
導
職
員（
少
年
警
察
活
動
規
則（
平

成
十
四
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
十
号
）
第

二
条
第
十
一
号
に
規
定
す
る
少
年
補
導
職
員
を
い

う
。）の
う
ち
か
ら
、
低
年
齢
少
年
（
十
四
歳
に
満

た
な
い
者
を
い
う
。）に
対
す
る
質
問
そ
の
他
の
職

務
に
必
要
な
事
項
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
受
け
、

専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
と
し
て
警
察
本
部
長

（
警
視
総
監
及
び
道
府
県
警
察
本
部
長
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）が
少
年
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）

第
六
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
警
察
職
員
に
指

定
し
た
も
の
は
、
上
司
で
あ
る
警
察
官
の
命
を
受

け
、
触
法
少
年
（
法
第
三
条
第
一
項
第
二
号
に
規

定
す
る
少
年
を
い
う
。）に
係
る
事
件
の
原
因
及
び

動
機
並
び
に
当
該
少
年
の
性
格
、
行
状
、
経
歴
、

教
育
程
度
、
環
境
、
家
庭
の
状
況
、
交
友
関
係
等

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

令和年月日 火曜日 第号官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
少
年
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
四
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
少
年
法
第
六
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
警
察
職
員
の
職
務
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

２

少
年
法
第
六
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
警
察
職
員
の
職
務
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
九
年
国
家
公
安
委

員
会
規
則
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ

る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。




